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兵庫県公立大学法人経営審議会（令和７年度・第58回）議事録 

 

１ 日 時  令和８年３月17日（火）13:30～15:30 

２ 場 所  法人本部棟２階 大会議室 

３ 出席者   

 理事長 國井総一郎  兵庫県立大学学長兼副理事長 髙坂  誠 

 芸術文化観光専門職大学学長兼副理事長 平田オリザ  副理事長兼事務総長 小川 佳宏 

 理事兼兵庫県立大学副学長 畑   豊  理事兼兵庫県立大学副学長 坂下 玲子 

 理事兼兵庫県立大学副学長 内田 勇人  理事兼芸術文化観光専門職大学副学長 小橋 浩一 

 理事兼副事務総長 

兵庫県立大学事務局長 

隂山 晶彦  副事務総長兼 

芸術文化観光専門職大学事務局長 

守本 浩二 

 委員（外部有識者） 石田 雅昭  委員（外部有識者） 岡村 武和 

 委員（外部有識者） 金花 芳則  委員（外部有識者）  西村  肇 

 委員（外部有識者） 藤嶋 純子  委員（外部有識者） 村上早百合 

 委員（外部有識者） 山本 裕之  兵庫県立大学副学長 加納 郁也 

 監事（非常勤） 早金  孝  監事（非常勤） 岡本 俊二 

 【欠席者】     

 委員（外部有識者）  片田 範子    

 

４ 審議事項 

(1) 令和８年度予算の編成について 

  事務局から、令和８年度予算の編成に関して、資料に基づき説明を行い、審議した。 

 

（委員からの主な意見等） 

〇人件費について、国の人事院勧告等で増額対応となった場合は、どのように対応す

るのか。 

（人事院勧告に基づいて増額される県の運営費交付金をもって対応する。） 

○国が指定する成長分野である「DX（デジタル）」と「GX（グリーン）」について、本学で

はどのように対応していくのか。 

（環境人間学部の改編等にて、理系人材を育成していく形で対応していく。） 

○経営していくうえで、自己収入や外部資金収入を獲得していく努力が必要。来年度から

無償化制度の完全導入が始まるが、大学として学生獲得の方針はあるか。 

（大学としての魅力を高め、西日本を中心に学生が集まる状況を維持したいと考える。） 
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〇 大学の特色として、県内全域をキャンパスとする特徴を活かし、「ふるさと」とい

う視点で教育・研究活動を行ってはどうか。 

○学内情報の効果的な発信に向け、ＳＮＳ等を工夫して活用していく必要がある。 

 

(2) 重要な規程の改正について 

  事務局から、重要な規程の改正について、資料に基づき説明を行い、審議した。 

 

５ 報告事項 

(1) 新長田ブランチの運営状況について 

  事務局から、新長田ブランチの運営状況について、資料に基づき報告を行った。 

 

（委員からの主な意見等） 

○地域連携の現場において、実際に活動する教員を確保するための仕組み作りが重要

である。 

 

(2) 令和８年度入学者選抜試験の実績について 

事務局から、令和８年度入学者選抜試験の現状時点での実績について、資料に基づ

き報告を行った。 

 

（委員からの主な意見等） 

○異なる選抜方法で入学した学生には学力面や学生生活において何か傾向はあるのか。

また、２期生の進路について、地元の就職状況はどうか。 

（推薦入試での入学生がその後の学力も高い状況にはあるが、複数の入学試験を活用

することで、バランスよく学生が入学してくれた。地元就職する学生もおり、正確な

情報を取りまとめていく。） 

 

６ その他事項 

(1) 令和８年度経営審議会開催予定について 

事務局から、令和８年度経営審議会開催予定について説明を行った。 

 

第１回：令和８年６月１７日（水） 

第２回：令和９年３月１７日（水） 

 

以上 

 


